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平
成
29
年
度
決
算
な
ど
18
件
を
認
定・同
意・可
決

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
８
月
31
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
で
は
、
各
会
計
の
補
正
予

算
お
よ
び
前
年
度
決
算
や
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
の
う
ち
、
認
知
症
な
ど
で
収
入
申
告
が
困
難
な
方
の
申
告
義
務
を
緩
和
す
る
市
営
住

宅
条
例
の
改
正
な
ど
16
件
が
提
案
さ
れ
、
９
件
が
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
の
委
員
会
審
査

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
市
長
か
ら
新
た
に
２
件
の
議
案
、
議
員
か
ら
２
件
の
意
見
書
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
案
件
の
件
名
お
よ
び
審
議
結
果
な
ど
は
、
最
終
面
「
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
の
会
議
結
果
」
の
と
お
り
で
す
。

９月定例会一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
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今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
▽
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
決
定
に
伴
う
海
老
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の

改
修
▽
65
歳
以
上
お
よ
び
中
学
３
年
生
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
再
開
お
よ
び
助

成
金
の
引
き
上
げ
▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
の
創
設
―
な
ど

の
内
容
で
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
な
ど
２
件
の
補
正
予
算
は
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
定
例
会
第
４
日
目
９

月
20
日
の
本
会
議
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
常
任
委
員
会

問　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
に
選
ば
れ
な
け
れ
ば
、

陸
上
競
技
場
の
改
修
を
急
い
で
行
う
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

答　
陸
上
競
技
場
は
平
成
３
年
に
竣
工
し
て
か
ら
大
き
な
改
修
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
海
老
名
運
動
公
園
再
整
備
計
画
を

昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
場
も
こ
の
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
来
年
に
控
え
て
い
る
こ
と
も
考
慮

し
、
今
回
先
行
し
て
改
修
し
ま
す
。
今
後
の
市
民
利
用
に
も
生
か
さ

れ
る
よ
う
老
朽
化
対
策
も
含
め
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
改
元
対
応
と
し
て
庁
内
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
の
補
正
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
西
暦
の
使
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
改
修
内
容
は
、
現
在
シ
ス
テ
ム
上
で
元
号
を
使
用
し
て
い
る
部

分
を
新
元
号
に
切
り
替
え
る
も
の
で
す
の
で
、
西
暦
の
使
用
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
残
存
状
況
と
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
は
登
録
制
に
な
っ
て
い
て
、
処
理
施
設

か
ら
受
け
入
れ
可
能
の
通
知
が
あ
っ
て
初
め
て
搬
入
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
５
台
分
の
費
用
で
、
現
在
保

管
中
の
安
定
器
や
ト
ラ
ン
ス
は
ま
だ
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
残
存
状
況
は
今
後
調
査
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
文
教
社
会
常
任
委
員
会

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
事
業
の
目
的
と
集
団
接
種

と
の
違
い
、
さ
ら
に
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
中
学
３
年
生
が
入
学
試
験
や
就
職
試
験
を
元
気
に
迎
え
て
ほ
し

い
の
が
一
番
の
目
的
で
す
。
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
で
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
と
い
う
意
味
か
ら
補
助
と
い
う
形
で
助
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
校
長
会
で
理
解
を
得
て
お
り
、
今
後
は
全
生
徒
の
保

護
者
に
事
業
実
施
の
手
紙
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

問　
高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
、
年

度
途
中
で
補
助
額
を
見
直
し
し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
元
気
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
理
念
に
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
接
種
し
て
、
健
康
に
留
意

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

問　
未
病
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
市
役
所
内
に
移
転
し
て
約
半
年
が
経
過
し
、
利
用
者
数
は
、
昨

年
の
１
２
８
２
名
か
ら
２
９
５
０
名
と
２
・
３
倍
に
伸
び
て
い
ま
す
。

■
経
済
建
設
常
任
委
員
会

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
助
成
金
を
増
額
す
る

理
由
と
、
以
前
の
助
成
制
度
と
の
違
い
を
伺
い
ま
す
。

答　
増
額
は
、
こ
こ
数
年
の
資
材
単
価
や
人
件
費
の
高
騰
、
ま
た
、

来
年
実
施
予
定
の
消
費
増
税
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
経
済
活
動
の
冷

え
込
み
に
対
し
、
先
手
を
打
つ
狙
い
な
ど
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
る

も
の
で
す
。
以
前
と
の
違
い
は
、
地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
高
い

こ
と
か
ら
、
海
老
名
商
工
会
議
所
を
申
請
窓
口
に
す
る
こ
と
で
す
。

問　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
市
で
は
撤
去
の

み
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
軽
量
フ
ェ
ン
ス
や
生
け
垣
の
設

置
に
対
し
て
補
助
を
行
う
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
最
終
的
に
個
人
資
産
に
な
る
こ
と
と
、
補

助
対
象
者
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
所
有
し
て
い
る
方
に
限
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
撤
去
を
推
進
す
る
意
味
で
、
特
化
し
た
事
業
に
し
て
い
ま
す
。

問　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
所
有
し
て
い
て
も
、
こ
の
補
助
事
業
に
申
請
し

な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
個
人
の
費
用
負
担
が
あ
り
、
個
人
の
事
情
も
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
基
本
的
に
所
有
者
の
方
に
管
理
責
任
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
個
人
で
行
え
る
よ
う
な
点

検
表
を
掲
載
し
、
点
検
の
実
施
を
促
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

意
見
書
２
件
を
全
員
賛
成
で
可
決

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
２
件
の
意
見
書
が
議
員
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
精
神
障
が
い
者
の
交
通
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
を
求
め
る
意
見

書
」
は
、
身
体
障
が
い
者
と
知
的
障
が
い
者
の
み
に
適
用
さ
れ
て
い

る
こ
の
割
引
制
度
を
精
神
障
が
い
者
に
も
適
用
す
る
よ
う
、
公
共
交

通
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
及
び
教
育
の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
・
向
上
、
並
び
に
行
き
届
い
た
教
育
の
実
現
に
関
す
る
意

見
書
」
は
①
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
存
続
・
拡
充
②
３
０
人

学
級
の
標
準
化
と
教
職
員
の
労
働
時
間
や
定
数
の
改
善
な
ど
、
教
育

環
境
整
備
の
た
め
の
予
算
の
確
保
・
拡
充
―
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。


